
　生徒指導と聞くと、多くの場合、基
本的生活習慣など子どもの生活面の指
導、問題行動を起こさせない指導、問
題行動を起こしたときの対処などを連
想します。そのために、生徒指導のこ
とを生活指導とも言われるように、学
習指導に対比するものとして受けとめ
られています。これは生徒指導を領域
概念としてとらえる考え方です。
　それに対して、生徒指導は学習指導
の場でも行われるという考え方があり
ます。これは生徒指導を機能概念とし
てとらえる考え方です。
　ここでは、後者の考え方に立って、
授業における生徒指導のあり方や課題
について考えます。
　子どもたちにとって、学校生活の中
心は何といっても授業です。授業の中
で楽しくわかることを実感することな
く、学校生活に対して充実感や達成感
を味わわせることはできません。
　毎日の授業において、一人一人の子
どもに自己存在感や自己有用感を味わ
わせるとともに、子どもたちの学力向
上を目指すとき、教科の学習指導にお

いて生徒指導を充実させることが求め
られます。このことは、授業において
生徒指導を充実させることによって、
生徒指導上の課題を解決することがで
きることを意味しています。また、教
科の学習指導を充実させることもでき
ます。生徒指導と学習指導は相関関係
にあり、相互に深くかかわり合ってい
ると言えます。

　授業の場で子どもたちに居場所をつ
くることは、一人一人によさや得意分
野を発揮する場を積極的に設けること
です。このことによって、生き生き楽
しく学習に取り組むようになります。
　そのためには、教師が一人一人を観
察し深く理解することが不可欠です。
行動や態度などに表れた表面的なこと
だけでなく、子どもの内面をとらえる
ために洞察力を発揮します。子どもの
何げない表情や心のさざ波を感じ取る
鋭敏な感性が求められます。特に学習
につまずきがちな子ども、遅れがちな
子どもを見いだし、その原因を把握す
るよう努力するとともに、その課題を
解決するための手だてをとります。

　こうした個に応じた指導力は、同質
の少人数を対象にした場よりも、多様
な子どもで展開される一斉授業の場で
発揮されます。一斉授業における個に
応じた指導力は、生徒指導の重要な機
能です。教師が習得したい授業力のひ
とつだと言えます。

　学級集団は多様な子どもたちで構成
されていることから、「小さな社会」
と言われています。すなわち、学級は
違いを認め合い、ハンデのある友だち
を支え合い、様々な友だちと協力し合
いながら共に学び合う集団です。
　学習指導を通してそれぞれの教科の
学力を身につけることはもとより、協
力し合いながら学ぶことの意義に気づ
かせ、認め合い、支え合いながら学習
することの大切さを学ばせます。その
ためには、授業の中で協同作業やグ
ループ学習など、友だちと協力し合い
ながら学習する活動場面を積極的に取
り入れるようにします。
　その意味で、授業における生徒指導
の基本は、子どもたちの人間関係づく
りにあると言えます。人間関係をつく
るためにその中核としての役割を発揮
するのは、もちろん教師です。教師の一
言一言や一挙手一投足は、子どもたち
の人間関係づくりに大きな影響を及ぼ
します。子どもたちは、支持的な雰囲
気のある、温かい学習集団の中で伸び
伸びと学習に取り組み、その結果学力
を身につけていきます。
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　文部科学省は、平成２４年４月に
「学校安全の推進に関する計画」
を策定しました。４月２７日には閣
議で決定されました。これは、学校
保健安全法（第３条第２項）にもと
づいて、平成２４年度から２８年度
までのおおむね５年間の学校安全
の推進に関する施策の基本的な方
向と具体的な方策を明らかにしたも
のです。
　本計画には、東日本大震災をはじ
めとする災害の教訓を踏まえ、生活
安全、交通安全、防災教育を含めた
災害安全の三つの側面から、国が

取り組むべき安全教育の充実や、地
域社会や家庭との連携を図った学
校安全の推進に関して具体的な方
策が示されています。
　本計画では、学校安全を安全教
育と安全管理の面から押さえたうえ
で、学校安全を推進するための方策
として、学校における安全教育の充
実、施設・設備の整備充実、組織的
な取り組み、地域社会や家庭との
連携などがあげられています。
　安全に関する教育については、主
体的に行動する態度や共助・公助
の視点、安全教育に係る時間の確
保、避難訓練のあり方、情報社会へ
の対応、原子力災害への対応など
重要な方策が示されています。

　「読み書き算」は子どもに身につ
ける基礎学力です。この「読み書き
算」は、教師に求められる授業づくり
の基礎・基本でもあります。
　まず「読む」について。授業力を高
めるために関連する教育雑誌や教育
書を読みます。先行実践から学ぶこ
とは、優れた指導技術を受け継ぐ行
為でもあります。学習指導案は、子ど
もたちの反応を先読みしながら計画
されます。実際の授業は、子どもたち
の心を読みながら展開されます。指導
案が修正されることもあります。
　次は「書く」こと。授業中、教師は
黒板に必要な事項を書きます。これ
は板書するという行為です。板書の内
容は、子どもの思考や理解の状況に
大きな影響を与えます。板書には重要
な役割があり、どう構造的に構成す
るかが問われます。教師の板書能力

は、重要な授業力のひとつです。
　授業を分析するとき、授業記録をと
ります。これは授業の事実です。教師
の発問や指示、子どもたちの発言や反
応の様子をできるだけつぶさに書きま
す。授業記録やその分析の結果をレ
ポートや小論文としてまとめることが
あります。雑誌に投稿することもあり
ます。いずれも教師の書く活動です。
　最後は「算」です。計算するとは
「はかること」、すなわち「物事を推
し考える」ことです。授業における子
どもの反応や授業の展開を予め計算
しながら計画します。指導計画は「企
画書」であり、「見積り書」です。

　予定されている給食の時間が
終わっても、まだ食べ終わら

ない子どもがいます。残さず食べるま
で待っているべきか、その時点で食べ
終わらせたほうがよいのか、迷っていま
す。担任としてどのように対処したら
よいのでしょうか。

　時間内に食べ終わるようにす
ることは、教師の大切な指導内

容です。しかし、学級には食べるとい
う行為ひとつとってもさまざまな子ど
もが存在しているのは事実です。
　食べ終わるのに時間がかかる子ども
は、どの学級にもいるものです。まず
確認したいことは、食べ終わらない原
因を把握することです。そもそも食が
細いなど小食である、その日の体調が
悪かった、嫌いなものが多いなど、さ
まざまな原因が考えられます。原因に
よって、指導の手だてが変わります。
　無理に食べさせることは慎みます。
ひとつの方法として、盛りつける量を工
夫します。すべての子どもを同じ量にす
るのではなく、それぞれの子どもの状
況に応じて量を変えます。また、嫌いな
ものはすべて避けるというのではなく、
時間をかけて少しずつ食べるよう促しま
す。頑張ったときには心から褒めてや
り、自信をつけるようにします。
　保護者と連携し、協力を得ながら指
導することが何よりも大切です。
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